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＊第 一 回 運 営 役 員 会 開 催 （９月 ５日 ㊏）  

出 席 者 ：常 任 運 営 役 員 ６名 、当 番 幹 事 （３９回 生 ）他 １１名 、計 １７名  

主 な議 題 ：学 年 幹 事 登 録 ・更 新 、連 絡 ネットワーク構 築 、平 成 ２８年  

総 会 ・懇 親 会 の件 、会 則 （案 ）作 成  

平 成 ２８年 の総 会 ・懇 親 会 に向 けてのキックオフ会 議 を開 催 しました。  

直 前 に総 会 ・懇 親 会 の場 所 として昨 年 から利 用 してきた東 京 プリンス  

ホテルが、改 装 工 事 入 りの為 使 えなくなる事 が判 明 、当 番 幹 事 （ ３９回 生 ）が短 期 間 に必 死 に探

した候 補 の中 から、予 算 、収 容 人 数 、場 所 の点 から「喜 山 倶 楽 部 」に決 定 、また、来 年 ２月 の「学

年 幹 事 会 」も、披 露 を兼 ねて同 場 所 で行 うこと決 定 した。  

また、学 年 幹 事 登 録 ・更 新 依 頼 も１１月 末 期 限 として作 業 に着 手 した。  

終 身 会 費 代 理 徴 収 に伴 う関 東 支 部 への助 成 金 が今 後 発 生 する事 となり、これを機 会 に「会 則 」

を作 成 し、支 部 体 制 を整 備 する必 要 があると判 断 、学 年 幹 事 会 に諮 る為 の「案 」を作 成 した。  

＊県 人 会 同 窓 会 協 力 委 員 会 、同 窓 会 役 員 交 流 会 （１１月 ２８日 ㊏）  

出 席 者 ：大 坪 県 人 会 会 長 他 県 人 会 側 ２５名 、交 流 会 登 録 の各 高 校  

の同 窓 会 役 員 及 びセミナー講 師 ２９校 、５１名  

第 三 回 となった今 年 度 の交 流 会 に参 加 、第 一 部 のセミナーの部 では、  

①  田 川 高 校 幹 事 長 による「各 同 窓 会 宛 のアンケート結 果 について」  

②  伝 習 館 高 校 常 任 幹 事 による「若 手 対 策 について」  

③  小 倉 西 高 校 副 支 部 長 による「組 織 運 営 ・若 手 対 策 」  

などの講 演 があり、わが校 同 様 、各 校 とも会 員 構 成 において、少 子 高 齢 化 、地 元 就 職 、地 元 回

帰 などによる若 手 会 員 減 少 に悩 まされているようで、その対 策 を講 話 頂 き、わが関 東 支 部 にとって

も参 考 になる話 があり有 意 義 な会 であった。  

平成 ２７年 下 期活 動報告 （役 員会 ・交 流 会 ）  

 

＊第 二 回 運 営 役 員 会 開 催 （１２月 ５日 ㊏）  

出 席 者 ：常 任 幹 事 ６名 、当 番 幹 事 （３９回 生 ）１１名 、次 年 度 当 番 幹 事  

（ ４ ０回 生 ）１名 、計 １８名  

主 な議 題 ：学 年 幹 事 登 録 ・更 新 完 了 報 告 、第 ８７回 総 会 ・懇 親 会 開 催  

要 領 ・企 画 案 （予 算 案 含 ）、学 年 幹 事 会 に向 けて準 備 作 業 確 認 、  

常 任 運 営 役 員 増 員 及 び終 身 会 費 入 金 に伴 う会 計 処 理 について  

学 年 幹 事 は一 部 未 登 録 の学 年 があるも登 録 完 了 、ｸ ﾞ ﾙ ｰ ﾌ ﾟ ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ  

の作 成 依 頼 。未 登 録 の学 年 は、運 営 役 員 で手 分 けし対 応 する事 とした。  

メインの第 ８７回 総 会 ・懇 親 会 について、当 番 幹 事 の案 で討 議 し概 略 決  

定 した。２月 の学 年 幹 事 会 にて承 認 を得 る予 定 。その学 年 幹 事 会 召 集  

の手 順 など打 ち合 わせした。常 任 役 員 の増 員 について、候 補 は上 がったが  

決 定 までは至 らず、継 続 検 討 。会 計 処 理 は常 任 役 員 増 員 し会 計 担 当 を設 け統 合 する予 定 。  

学 年 幹 事 会 はＨ２８年 ２月 ６日 ㊏、総 会 ・懇 親 会 は６月 １１日 ㊏、多 数 の参 加 お待 ちしています。  

 

 

 


